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天界245 太陽に最も近い水星 335
るとすれば，こんな黄道光は，吾々の槻てるる三門以上に明るくなる筈だとい
ふ事が間もなく判明しました．其後此の問題は未解決の儘でしたが，1915年に
なって，アインスタインが，周知のニウbンの引力に多少の修正を施した三二
原理に依って，即言した水星の近日黒占の前進運動の割合は，苺世紀43秒角以内
．といふ實際の槻弓値に’合致ずることが繹りました．斯うした理論と観測の一致
は極めて二目なもので，ラセル氏の言を借用すれば，“場を守るもの”と表現出
來るのです．斯くて，水星の運動の特殊性が二二原理に與へる擁護は，水星が
吾人の興味と注意に値すべきであるといふ要求の最少のものではないのです．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A．S．　P．　Leaflet　65一佐登見謬）
バレル紀念茨文壷
　米國オハヨ州ベリやBerea町にあるボール｝・ヰン・ヲレ1ス大急Baldwjn－
Wallace　Collegeでは昨年1940年六月17日に天文毫の建設披露式が墾げら
れた．語れは永く（37年間も）クリiヴランド市のワ｝ナ・スエiジ製作所
Warner－Swaseg　Co．で働いてみたバレル博士Dr．　Edward　P．　Burre11の紀
念のために其の未亡人K：at加rine　Ward　B．夫人が同大學に寄附したもので，
主要器械はワ1ナ・スエ1ジ点出の製作にかSる口径13雄牛（34センチ）の屈折
望遠鏡である．一品バレル博士はワ製作所に勤務中，カナダのギクトリや天文
蜜の72吋反射鏡（183糎）や米國テキサス州のマクド1ナルド天丈墓の82吋（210
糎）反射鏡等の設計と製作の主任であった入である．
　此の天文墓は，大學切生の教育と，一般民衆への開放と，彗星及小遊星の特
殊研究と，この三つの目的を途行ずるものと思はれ，蔓長は，ダストハイマ
0．L．　Dustheimer博士が就任した．
　　　　　　　　　　　　人　　事　　消　　患
　シプルツシルド氏　前の鰍二大職に於いて西部汀線の氣象観測を統監してみ
たポツダム天文冗長K：．Schwarzschild博士は近世ドイツ天文二丁の鬼才であ
ったが，1916年に：惜しくも職残した．この博士の遺子マルチン・シヅルツシル
ドMartin　Schwarzschild氏は1937年二二渡米して，ハ1バ1ド大門天文壼
で研究中であったが，昨1940年末，ニユ1ヨ1ク’市のコttンビや大學に講師と
じて招聰されて赴任した．このシブルツシルド第2世は1937年八月，ベル1の
日蝕観測からの二途，山本堀井柴田三二がハ1バ1ド二二へ立ち寄った際，ホ
イプル氏に招かれて，ボス1・ン市の日本料理店ですきやきをつ～いた仲間の一
人である．
